
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
再
版
に
お
け
る
メ
ド
ハ
ー
ス
ト
『
英
華
字
典
』
の
利
用

―
―
主
に
再
版
原
稿
資
料
を
中
心
に
―
―

肖

江

楽

１
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
再
版
原
稿
及
び
解
読
に
つ
い
て

『
ニ
ュ
ー
ス
ボ
ー
ド
』
第
六
八
号
に
は
名
雲
純
一
氏
に
よ
る
『
英
和
対
訳

袖
珍
辞
書
』
再
版
原
稿
に
つ
い
て
の
解
説
が
あ
り
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て

い
る
。慶

應
再
版
一
刊
本
ト
同
ジ
鳥
ノ
子
紙
二
印
刷
サ
レ
タ
原
稿

Ａ
（
５
〜
２４
頁
十
枚
）

Ｅ
〜
Ｆ
（
２６３
〜
２８６
頁
九
枚
）

Ｄ
（
２１７
〜
２３８
頁
十
一
枚
）

Ｇ
〜
Ｈ
（
３３７
〜
３６０
頁
十
二
枚
）

Ｈ
〜
１
（
３６１
〜
３８４
頁
十
二
枚
）

１
（
３８９
〜
４０２
頁
七
枚
）

な
お
、
堀
孝
彦
・
三
好
彰
（
二
〇
一
〇
）
は
、
こ
の
原
稿
資
料
に
対
す
る
、

詳
し
い
紹
介
が
あ
る
が
、
そ
の
内
容
の
一
部
を
次
に
掲
げ
て
お
く
。

校
正
原
稿
は
１２
枚
（
刊
本
の
２４
ペ
ー
ジ
分
）
毎
に
コ
ヨ
リ
で
束
ね
て
綴

じ
て
あ
る
。
コ
ヨ
リ
の
束
ご
と
に
番
号
が
印
刷
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
、

初
版
刊
行
本
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
番
号
と
同
じ
で
あ
る
。
発
見
さ
れ
た
校

正
原
稿
の
コ
ヨ
リ
の
数
は
６
束
あ
る
が
、
一
部
に
欠
落
し
た
ペ
ー
ジ
が

あ
っ
て
合
計
１２４
頁
で
あ
る
。
刊
行
の
見
出
し
語
部
分
の
総
数
は
９５４
ペ
ー
ジ

な
の
で
全
体
の
な
か
の
約
八
分
の
一
に
相
当
す
る
。

６
つ
あ
る
コ
ヨ
リ
の
束
の
最
初
の
語
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

A
brogate

、D
iscom

m
endation

、Esplanade

、

Godfather

、H
eaviness

、Im
perious

『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
初
版
よ
り
も
辞
書
の
前
半
部
分
に
集
中
し
て
い

る
。な

お
見
出
し
語
のEstablishm

ent

か
らEvagation

ま
で
の
５６
語
が

『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
初
版
の
草
稿
と
改
正
増
補
版
（
慶
應
２
年
刊
）

の
原
稿
に
共
通
に
出
て
い
る
。（
略
）

そ
の
ほ
か
、
原
稿
資
料
の
各
頁
に
は
、
校
正
者
ら
し
き
署
名
―
「
堀
」、

「horjtts
」、「
ホ
」、「
高
」、「
堀
田
」、「
タ
」、「
中
島
」、「
森
」、「m

iki

」、

「
木
村
」、「
木
？
」
が
あ
り
、
そ
の
中
で
、「
ホ
」
と
「
高
」
の
サ
イ
ン
が

最
も
多
く
見
ら
れ（
１
）る。
こ
れ
ら
の
署
名
に
対
し
て
、「
堀
・horjtts

は
堀
達
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之
助
か
」、「
ホ
は
堀
越
？
」、「
高
は
秋
帆
の
孫
―
高
島
太
郎
で
あ
ろ
う
」、「
堀

田
は
堀
田
政
次
郎
？
」、「
タ
は
田
中
芳
男
か
も
し
れ
な
い
」
と
、
堀
孝
彦
は

指
摘
し
て
い
る
。
特
に
、
漢
字
「
堀
」
の
筆
跡
が
堀
達
之
助
の
退
職
願
の
直

筆
署
名
と
酷
似
し
て
い
る
こ
と
も
付
け
加
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
推
定
で
き

な
い
人
名
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
と
す
る
。

一
方
、
櫻
井
豪
人
（
二
〇
〇
七
）
は
、
再
版
原
稿
資
料
の
訳
語
の
前
に
見

え
る
「
〇
」
と
「
△
」
に
つ
い
て
、
下
記
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
は
何
を
意
味
す
る
の
か
、
恐
ら
く
、
初
版
の
本
文
に
訂
正
を
加
え

る
際
、
予
め
博
物
学
関
係
の
語
に
は
朱
で
「
〇
」
を
書
い
て
置
き
、
各

頁
下
部
に
記
さ
れ
て
い
る
校
者
と
は
別
に
田
中
芳
男
が
こ
れ
ら
を
逐
一

点
検
し
、
訂
正
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
訂
正
す
べ
き
語
に
は
朱
で

訂
正
を
加
え
た
上
で
「
〇
」
の
中
に
「
ヽ
」
を
入
れ
、
訂
正
の
必
要
の

な
い
語
に
は
た
だ
「
〇
」
の
中
に
、「
ヽ
」
の
み
を
書
き
入
れ
た
も
の

と
想
像
さ
れ
る
。

（
中
略
）

「
〇
」
と
同
様
の
場
所
に
、「
△
」
と
朱
書
さ
れ
て
い
る
語
の
あ
る
こ

と
に
気
が
付
い
た
。
こ
の
記
号
を
辿
っ
て
見
る
と
、
度
量
衡
や
貨
幣
に

関
す
る
語
に
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
察
せ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
以
外
に

も
医
学
・
薬
学
関
係
と
思
わ
れ
る
語
の
い
く
つ
か
に
記
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、「
〇
」
同
様
、「
△
」
で
も
多
く
の
場
合
そ
の
中
心
に
朱
で
「
ヽ
」

と
書
か
れ
て
い
た
。

前
述
の
こ
と
か
ら
類
推
す
る
に
、
こ
の
「
△
」
は
柳
河
春
三
に
よ
る

改
訂
箇
所
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。（
後
略
）

ま
た
、
三
好
彰
（
二
〇
〇
七
）
は
、
原
稿
資
料
の
校
正
箇
所
に
つ
い
て
、

「
再
版
原
稿
の
見
出
し
総
数
は
４２８
語
で
、
慶
應
二
年
版
の
全
体
の
中
の
１.２
％

に
相
当
す
る
。
そ
の
中
の
１４１
語
に
朱
が
入
っ
て
い
る
の
で
、
校
正
箇
所
の
比

率
は
３３
％
に
な
る
。
つ
ま
り
、
約
３
語
に
１
つ
に
大
幅
に
改
訂
が
行
わ
れ
て

い
る
」
と
指
摘
す
る
。
そ
の
ほ
か
、
見
出
し
語
の
追（
２
）加、
削
除
、
誤
植
訂
正

に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
考
察
に
お
い
て
は
、
再
版
原
稿
に
新
た
に
増
補
さ
れ

た
訳
語
が
、
一
体
何
に
由
来
す
る
か
に
つ
い
て
の
論
述
が
見
当
た
ら
な
い
。

お
そ
ら
く
、
三
者
と
も
こ
れ
ら
の
訳
語
が
、
辞
書
の
校
正
者
に
よ
っ
て
新
し

く
創
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
た
た
め
、
検
討
が
加
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
ま
ず
新
た
に
追
加
さ
れ
た
訳
語
の
出
自

を
探
し
求
め
、
再
版
に
お
け
る
利
用
資
料
へ
の
検
討
を
含
め
な
が
ら
、
辞
書

の
成
立
及
び
そ
の
刊
行
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。

２

再
版
原
稿
か
ら
み
る
訳
語
の
変
化

第
一
級
原
稿
資
料
の
発
見
に
よ
り
、
初
版
原
稿
か
ら
刊
行
へ
、
そ
し
て
、

再
版
原
稿
か
ら
刊
行
ま
で
を
通
し
て
、
訳
語
が
ど
の
よ
う
に
改
変
さ
れ
て
き

た
の
か
が
よ
り
い
っ
そ
う
明
ら
か
に
な
っ
た
。
本
稿
で
は
、
再
版
原
稿
資
料

か
ら
読
み
取
っ
た
情
報
に
基
づ
き
、「Fair

」、「Idol

」、「Inadvertence

」

の
訳
語
を
例
と
し
て
、
改
版
さ
れ
た
訳
語
が
ど
の
よ
う
に
成
立
し
、
そ
し
て

改
良
さ
れ
、
最
終
的
に
辞
書
に
収
録
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
を
考
察
す
る
。
分

か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、
下
の
よ
う
な
表
を
作
成
し
た
。
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表１

表２

表３

２.１

訳
語
ーFair

に
つ
い
て

表
１
は
、
再
版
原
稿
の
訳
語
を
校
正
す
る
際
、
初
版
の
上
に
メ
ド
ハ
ー
ス

ト
『
英
華
字
典
』（
以
下
『
メ
氏
辞
書
』
と
称
す
る
こ
と
と
す
る
）
に
見
え

る
「
美
女
」、「
美
麗
」
を
直
接
に
追
加
し
た
例
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

の
訳
語
は
再
版
で
は
採
用
さ
れ
ず
再
び
削
除
さ
れ
、
改
め
て
消
し
た
訳
語
の

傍
ら
に
「
美
人
」
を
書
き
入
れ
、
最
終
的
に
「
美
人
」
は
再
版
刊
行
本
の
訳

語
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
当
ペ
ー
ジ
の
署
名
は
、「
ホ
」
と
朱

書
き
さ
れ
て
い
る
。

２.２

訳
語
―Idol

に
つ
い
て
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表
２
は
、
再
版
原
稿
で
は
、
訳
語
「
神
像
」
を
消
し
た
よ
う
す
が
見
受
け

ら
れ
る
。
代
り
に
新
た
に
「
本
尊
」、「
像
」
を
追
加
す
る
。
こ
の
追
加
し
た

訳
語
は
そ
の
ま
ま
再
版
の
刊
行
本
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
追
加

し
た
ば
か
り
の
訳
語
「
本
尊
」
は
、「Idol

」
の
形
容
詞
「Idolatrous

」

の
訳
語
と
し
て
採
用
さ
れ
ず
、
再
び
「
図
像
」
と
交
替
し
て
い
る
。
な
お
、

当
ペ
ー
ジ
の
署
名
は
、「
ホ
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

２.３

訳
語
―Inadvertence

に
つ
い
て

表
３
は
、
最
初
に
新
た
に
追
加
し
た
「
怠
慢
」
の
漢
字
「
怠
」
を
消
し
、

そ
の
傍
ら
に
再
び
別
の
漢
字
「
軽
」
を
書
き
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
最
終
刊

行
本
で
は
、
修
正
し
た
後
の
訳
語
「
軽
慢
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

原
稿
資
料
に
見
え
る
「
気
付
ヌ

」
は
、『
メ
氏
辞
書
』
の
訳
語
「
不
覚
」

と
意
味
上
で
共
通
す
る
点
が
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
、
当
ペ
ー
ジ

の
署
名
も
、
表
１
・
表
２
と
同
じ
で
、「
ホ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
最
初
に
増
補
さ
れ
、
再
び
削
除
さ
れ
た
訳
語
は
『
メ
氏
辞

書
』
と
一
致
す
る
た
め
、
そ
こ
か
ら
借
用
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
ろ（
３
）う。
た
だ

し
、
校
正
者
―
「
ホ
」
が
、
メ
ド
ハ
ー
ス
ト
の
訳
語
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
ぐ

こ
と
な
く
、
意
図
的
に
「
美
女
↓
美
人
」、「
神
像
↓
像
」、「
怠
慢
↓
軽
慢
」

と
改
変
を
加
え
て
い
く
過
程
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
改

訂
さ
れ
た
訳
語
は
、
削
除
さ
れ
た
訳
語
と
の
関
係
を
深
く
吟
味
す
れ
ば
す
る

ほ
ど
綿
密
に
繋
が
っ
て
お
り
、
修
正
し
な
く
て
も
日
本
語
と
し
て
使
用
可
能

で
あ
る
。

一
方
、
再
版
原
稿
の
訳
語
（
或
は
再
版
刊
行
本
）
は
、『
メ
氏
辞
書
』
と

一
致
す
る
場
合
も
あ
る
。
次
の
ペ
ー
ジ
の
表
４
の
通
り
で
あ
る
。（「
〇
」：

刊
行
本
の
訳
語
は
再
版
原
稿
と
一
致
す
る
）

表
４
に
あ
る
訳
語
は
、『
メ
氏
辞
書
』
と
一
致
し
て
い
る
た
め
、
再
版
原

稿
の
校
正
者
に
よ
っ
て
そ
こ
か
ら
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
表
に
あ
る
署
名
「
ホ
」、「
高
」、「
木
村
」、「
中
島
」
に
焦
点

を
あ
て
る
と
、
比
較
的
「
ホ
」
が
多
く
見
ら
れ
る
た
め
、
校
正
者
「
ホ
」
は

『
メ
氏
辞
書
』
と
関
係
が
深
い
人
物
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
筆
者
は
初
版
と
再
版
と
の
全
面
的
な
比
較
に
着
手
し
、
初
版
と

異
な
っ
た
訳
語
の
す
べ
て
を
電
子
テ
キ
ス
ト
化
し（
４
）た。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
改

訂
さ
れ
た
訳
語
の
正
体
が
容
易
に
検
索
可
能
と
な
り
、
再
版
に
は
、
少
な
く

と
も
八
八
語
が
『
メ
氏
辞
書
』
と
一
致
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
詳
細
に
つ

い
て
は
別
稿
に
譲
る
こ
と
に
す
る
。

３

再
版
原
稿
に
お
け
る
『
メ
氏
辞
書
』
の
利
用

再
版
原
稿
の
校
正
者
は
、
訳
語
を
改
良
す
る
際
、『
メ
氏
辞
書
』
を
参
看

し
た
と
見
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、『
メ
氏
辞
書
』

か
ら
重
要
な
ヒ
ン
ト
を
得
て
新
た
に
改
変
を
加
え
て
出
来
あ
が
っ
た
訳
語
も

あ
る
。『
メ
氏
辞
書
』
と
関
連
が
あ
る
訳
語
を
特
定
す
る
こ
と
は
な
か
な
か

困
難
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
再
版
原
稿
資
料
の
訳
語
に
対
し
て
出
来
る
限

り
詳
細
に
検
討
を
加
え
、
そ
の
改
変
方
法
を
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。
調
査

結
果
は
、
次
の
ペ
ー
ジ
の
表
５
の
通
り
で
あ
る
。
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表
５
に
基
づ
い
て
、
校
正
者
は
以
下
の
パ
タ
ー
ン
に
よ
っ
て
、『
メ
氏
辞

書
』
の
訳
語
に
改
変
を
施
し
、再
版
原
稿
の
訳
語
に
当
て
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
１
）
一
字
漢
語
の
場
合
は
、
直
ち
に
訓
読
み
す
る

『
メ
氏
辞
書
』

再
版

Grain

許

↓

Grain

贈
ル

。
許
シ
。
贈
物

Grasp

抱

↓

Grasp

握
ル
。
抱
キ
。
保
ツ

Grow

生

↓

Grow

成
長
ス
ル
。
成
ル
。
生
ズ
ル
。

増
ス

（
２
）
句
の
場
合
は
、
日
本
語
と
し
て
適
用
さ
せ
る
た
め
『
メ
氏
辞
書
』
の

訳
語
に
修
正
を
加
え
る

『
メ
氏
辞
書
』

再
版

Evidence

証
見
之
人

↓

Evidence

証
拠
。
証
書
。
証
人

A
llegiance

忠
信
之
道

↓

A
llegiance

忠
義

H
iatus

張
開
的
口

↓

H
iatus

空
隙
。
穴
。
口
ヲ
開
ク

H
usk

礱
去
殼

↓

H
usk

皮
剥
ク
。
殻
ヲ
去
ル

（
３
）
二
字
漢
語
の
場
合
は
、
さ
ら
に
細
か
く
次
の
二
種
類
に
分
か
れ
る

①

二
字
漢
語
中
の
一
語
を
削
除
し
、
残
り
の
一
語
を
訓
読
み
に
す
る

『
メ
氏
辞
書
』

再
版

A
brupt

嶮
危

↓

A
brupt

切
レ
切
レ
ナ
ル
。

不
意
ナ
ル
。
嶮
キ

A
djust

修
整
、
整
齊

↓

A
brupt

平
均
ニ
ス
ル
。
整
ヘ
ル
。

仲
直
リ
ス
ル
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Incom
m
ode

煩
惱
↓

Incom
m
ode

煩
ハ
ス
。
不
都
合
ニ
ス
ル

②

新
た
に
二
字
漢
語
を
用
い
て
『
メ
氏
辞
書
』
の
二
字
漢
語
と
交
替
さ

せ
る
。
こ
の
二
字
漢
語
は
、『
メ
氏
辞
書
』
の
訳
語
と
顕
著
な
類
似
関

係
が
あ
る
。

『
メ
氏
辞
書
』

再
版

A
dvice

勸
言

↓

A
dvice

知
告
。
指
図
。
評
議
。
助
言

Fam
e

名
聲

↓

Fam
e

名
誉
。
評
判

H
om
age

恭
敬

↓
H
om
age

随
身
。
尊
敬

そ
の
ほ
か
、「
廳
、
堂
↓
廰
堂
」
の
よ
う
な
訳
語
の
合
併
、「
命
運
↓
運
命
」

の
よ
う
な
語
順
顛
倒
の
パ
タ
ー
ン
も
想
定
さ
れ
る
。

４

再
版
原
稿
に
お
け
る
他
資
料
の
利
用

４.１
「
英
華
辞
典
」

『
メ
氏
辞
書
』
が
校
正
者
に
よ
っ
て
新
た
に
訳
語
を
増
補
す
る
場
合
に
再

び
利
用
さ
れ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
『
英
華
字
典
』

を
も
活
用
し
た
こ
と
が
櫻
井
（
二
〇
〇
二
）
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

（
５
）る。
次
に
、
再
版
原
稿
資
料
か
ら
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
『
英
華
字
典
』
に
お
け
る

再
版
の
成
立
に
関
わ
る
訳
語
を
抽
出
し
て
お
く
。そ
の
結
果
は
表
６
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
ど
の
よ
う
な
書
物
を
参
看
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
よ

う
な
資
料
が
挙
げ
ら
れ
る
。

４.２

初
版
自
体
―
「
想
像
」
を
例
と
し
て

初
版
の
訳
語
が
ど
の
よ
う
に
再
版
に
吸
収
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
は
、
な
か

な
か
解
明
し
が
た
い
問
題
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
訳
語
「
想
像
」
を
取
り
上
げ
、

ど
の
よ
う
に
再
版
に
収
斂
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
、
表
７
に
よ
っ
て
考
察
し
て

み
た
い
。

再
版
原
稿
資
料
に
あ
る
見
出
し
語
「Fanciful

想
像
ノ
」
の
訳
語
は
、

初
版
「Fancy-ied-yin

想
像
ス
ル
」
を
参
照
し
、
そ
こ
か
ら
借
用
し
て
き

た
も
の
で
あ
る
。こ
の
ほ
か
、「A

dviser,s.

指
図
ス
ル
人
」、「D

isreputable.
adj.

賎
シ
キ
」、「D

ow
nright,adv.

真
直
ニ
」、「Evil-m

inded,adj.

悪
心
」、

「H
um
anity,s.

人
間
」
な
ど
の
記
述
も
散
見
さ
れ
る
。

４.３
『
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
辞
書
』

早
川
勇
（
二
〇
〇
七
）『
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
辞
書
と
明
治
の
知
識
人
』
で
は
、

再
版
の
参
照
資
料
に
つ
い
て
下
の
よ
う
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。（
傍
線
は
筆

者
に
よ
る
）

「
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
の
『
改
正
増
補

英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』

は
次
の
二
点
を
特
色
と
す
る
。
附
録
の
付
加
と
訳
語
の
充
実
で
あ
る
。

こ
の
改
訂
版
は
堀
越
亀
之
助
の
手
を
経
て
い
る
が
、
博
物
学
に
関
す
る

訳
語
の
選
定
付
加
に
は
柳
河
春
三
と
田
中
芳
男
が
参
画
し
た
。（
中
略
）

第
二
の
特
色
は
、「
不
規
則
動
辞
表
」（
二
十
二
頁
）

「A
BBREV

IA
T
IO
N
SEX
PLA

IN
ED

」（
十
六
頁
）「A

RBIT
RA
RY

SIGN
S.

象
形
記
号
之
解
」（
六
頁
）
の
附
録
を
巻
末
に
挿
入
し
た
点

で
あ
る
。「
不
規
則
動
辞
表
」
を
除
い
た
附
録
は
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
辞
書
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か
ら
転
載
し
た
。
年
代
的
に
は
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
大
辞
典
の
一
八
六
四
年

版
を
利
用
し
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
が
、
堀
越
は
一
八
五
九
年

版
を
利
用
し
た
。
問
題
は
「
不
規
則
動
辞
表
」
の
出
所
で
あ
る
。
一
八

五
九
年
版
大
辞
典
を
含
め
な
が
ら
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
辞
書
に
は
不
規
則
動

詞
表
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
結
論
的
に
は
、
何
ら
か
の
英
蘭
辞
書
を

基
本
と
し
そ
れ
を
修
正
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。」

筆
者
は
、
上
記
の
傍
線
の
部
分
か
ら
貴
重
な
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
新
た
に
増

補
さ
れ
た
再
版
原
稿
に
あ
る
見
出
し
語
が
『
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
辞（
６
）書』（
一
八

六
二
年
版
）、
辞
書
初
版
の
底
本
と
さ
れ
るH

.Picard

（
一
八
五
七
）
及

び
『
メ
氏
辞
書
』
を
も
含
め
て
、
調
査
し
て
み
た
。
そ
の
結
果
は
次
の
ペ
ー

ジ
の
表
８
の
通
り
で
あ
る
。

新
し
い
見
出
し
語
は
、
初
版
の
成
立
に
大
き
く
貢
献
し
たH

.Picard

再

版
及
び
『
メ
氏
辞
書
』
に
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
一
方
、『
ウ
ェ
ブ
ス
タ

ー
辞
書
』
の
辞
書
に
は
す
べ
て
収
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
借
用
し
て
き

た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ（
７
）る。
ま
た
、
見
出
し
語
の
訳
語
の
当
て
方
は
、『
ウ
ェ

ブ
ス
タ
ー
辞
書
』
の
意
味
記
述
に
沿
い
な
が
ら
、
訳
語
を
創
出
す
る
と
い
う

直
訳
の
方
法
で
あ
る
。
例
え
ば
、「Estivation

」
の
訳
語
の
成
立
過
程
を

簡
単
に
図
示
す
る
と
、
表
９
の
通
り
で
あ
る
。

再
版
原
稿
資
料
で
は
、
新
た
に
増
補
さ
れ
た
見
出
し
語
の
数
が
限
ら
れ
て

い
る
た
め
、
再
版
で
ど
れ
ほ
ど
の
見
出
し
語
が
増
補
さ
れ
た
か
、
ま
た
、
ど

の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、改
め
て
別
稿
に
論
じ
た
い
と
思
う
。

表６

表７
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ガ
ル

４.４
『
博
物
新
論
』

再
版
の
原
稿
資
料
に
は
、
下
の
よ
う
な
興
味
深
い
修
正
が
あ
る
。

ハ
イ
イ
―
ナ

初
版

H
yena,s.

獣
ノ
名

メ
ド
ハ
ー
ス
ト

ナ
シ

再
版
原
稿

◉

H
yena,s.

獣
ノ
名

「
博
物
新
論
ニ
野
猫
ト
訳
ス
」

（
当
頁：

ホ
）

再
版
刊
行
本

H
yena,s.

獣
ノ
名

初
版
訳
語
「H

yena：

獣
ノ
名
」
の
下
の
ス
ペ
ー
ス
に
、「
博
物
新
論
ニ

野
猫
ト
訳
ス
」
と
朱
書
き
さ
れ
、
再
び
削
除
さ
れ
た
痕
跡
が
あ
る
。
結
局
、

再
版
刊
行
本
の
訳
語
は
、
初
版
の
ま
ま
で
あ
る
が
、
誰
か
が
『
博
物
新
論
』

を
利
用
し
、
再
版
原
稿
を
校
正
し
て
い
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
そ

れ
は
、
辞
書
序
文
に
提
起
さ
れ
た
博
物
学
者
、
田
中
芳
男
で
は
な
い
か
と
推

測
さ
れ
る
。

４.５
「
蘭
和
辞
書
」

周
知
の
よ
う
に
、
日
本
の
英
学
は
蘭
学
か
ら
転
じ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

日
本
初
の
近
代
の
本
格
的
な
英
和
辞
書
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
の
誕
生
は

蘭
学
の
終
焉
を
告
げ
た
象
徴
的
な
出
来
事
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
よ
い
。
成

立
時
代
が
早
く
、継
続
時
間
も
長
く
、洗
練
さ
れ
て
積
み
重
ね
て
出
来
上
が
っ

た
「
蘭
和
辞
書
」
が
、
再
版
原
稿
（
あ
る
い
は
再
版
刊
行
本
）
の
訳
語
に
影

響
を
与
え
た
可
能
性
も
否
定
し
き
れ
な
い
。
た
だ
し
、
初
版
の
訳
語
が
刊
行

の
前
に
幾
度
と
な
く
校
正
さ
れ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
再
び
改
訂
増
補
版

に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。

従
っ
て
、
校
正
者
は
、
少
な
く
と
も
上
記
の
よ
う
な
資
料
を
用
い
て
、
初

版
の
訳
語
に
対
す
る
改
良
作
業
を
行
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
今
後
、
再
版
原
稿

資
料
を
さ
ら
に
丁
寧
に
調
査
し
、
利
用
資
料
の
正
体
を
突
き
止
め
た
い
。

５

再
版
原
稿
訳
語
と
刊
行
本
の
訳
語

中
に
は
、
再
版
原
稿
の
訳
語
が
再
版
刊
行
本
と
一
致
し
て
い
な
い
訳
語
も

見
受
け
ら
れ
る
。
再
版
原
稿
資
料
に
よ
る
と
、
改
訂
す
る
際
、
初
版
訳
語
に

「
削
除
」「
交
替
」「
添
加
」
な
ど
の
指
示
を
明
確
に
出
し
て
い
る
が
、
再
版

刊
行
本
に
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、「Grateful

」
の
訳
語
に
対

す
る
指
示
は
下
の
通
り
で
あ
る
。

グ
レ
ー
ト
フ
ル

初
版

Grateful,adj.

謝
ス
ベ
キ
。
有
難
キ
。
気
ニ
叶
フ
。
快
キ

再
版
原
稿

Grateful,adj.

謝
ス
ベ
キ
。
有
難
キ
。
気
ニ
叶
フ
。
快
キ
。

恩
ヲ
知
タ
ル

再
版
刊
行
本Grateful,adj.

謝
ス
ベ
キ
。
有
難
キ
。
気
ニ
叶
フ
。
快
キ

勿
論
、「Grateful

」
一
語
だ
け
で
な
く
、
校
正
指
示
に
従
わ
な
い
訳
語

は
他
に
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
訳
語
が
ど
れ
ほ
ど
再
版
原
稿
資
料
に
存
在
す

る
の
か
、
全
面
的
に
洗
い
出
し
た
結
果
、
四
二
語
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

校
正
者
は
、
訳
語
に
対
し
て
、
修
正
指
示
を
施
し
た
が
、
再
版
に
は
適
用
さ

れ
ず
、
初
版
の
ま
ま
で
刊
行
し
た
。
せ
っ
か
く
命
を
削
る
思
い
で
突
貫
作
業
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を
し
て
訳
語
に
修
正
を
加
え
た
が
、
な
ぜ
再
版
刊
行
本
に
は
採
用
さ
れ
な

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
が
あ
る
だ
ろ
う
が
、
現
段
階
で

は
推
測
の
域
に
と
ど
ま
る
。
か
り
に
、
こ
れ
ら
の
訳
語
が
再
版
刊
行
本
に
掲

載
さ
れ
て
い
た
と
し
た
ら
、
再
版
訳
語
の
精
度
も
よ
り
い
っ
そ
う
高
く
な
っ

た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

６

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
再
版
原
稿
資
料
で
は
当
初
増
補
改
訂
さ
れ
た
も
の
が
再
び
削

除
さ
れ
た
り
、
ま
た
新
た
に
増
補
さ
れ
た
り
し
た
訳
語
の
究
明
を
き
っ
か
け

と
し
て
、
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
改
め
て
こ
の
第
一
級
再
版
原
稿
資

料
に
つ
い
て
分
析
を
行
っ
た
。
特
に
、
再
版
の
校
正
者
が
、『
メ
氏
辞
書
』

を
再
び
借
用
し
た
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、
署
名
「
ホ
」
は
「
堀
越
？
」
で
は

な
く
、「
堀
達
之
助
」
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に

言
え
ば
、『
メ
氏
辞
書
』
の
持
ち
主
で
あ
る
堀
達
之
助
は
、
再
版
の
校
正
作

業
に
携
わ
っ
た
と
見
る
べ
き
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
本
稿
で
は
再
版
に
新
し
く
増
補
さ
れ
た
見
出
し
語
の
出
自
に
対
し

て
検
証
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
当
時
の
英
学
者
は
、
蘭
学
の
影
響
か
ら
脱
皮
す

る
努
力
を
し
、
直
接
英
語
と
向
き
合
っ
て
、
訳
語
を
創
出
し
た
こ
と
も
看
取

で
き
た
。
た
だ
し
、
校
正
指
示
に
従
わ
な
い
点
か
ら
見
れ
ば
、
辞
書
再
版
の

改
訂
増
補
作
業
に
統
一
性
の
欠
如
や
不
規
則
な
ど
が
存
在
す
る
た
め
、
次
の

改
版
、
即
ち
第
三
版
『
改
正
増
補
和
訳
英
辞
書
』（
通
称
「
薩
摩
辞
書
」）
で

は
ど
の
よ
う
な
手
法
を
用
い
た
の
か
、
こ
の
点
が
注
目
さ
れ
る
。

注

（
１
）
「
高
」
が
初
版
原
稿
資
料
に
も
見
ら
れ
る
た
め
、
同
一
人
物
の
署
名
で

あ
る
と
、
堀
孝
彦
は
指
摘
し
た
。

（
２
）
「（
中
略
）
公
開
さ
れ
た
校
正
原
稿
で
２
語
（lnconcinnity

と

D
ragoonade

）
が
追
加
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
２
語
が
慶
応
２
年
版
に
加

わ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。Inconcinnity

を
追
加
す
る
た
め
に
、
文

久
版
で
継
続
す
るInconclusive

の
邦
訳
語
が
２
行
に
な
っ
て
い
た
の
を

１
行
に
縮
め
て
お
り
、D

rageonade

を
追
加
す
る
た
め
に
文
久
版
で
２

行
だ
っ
たD

rain,s.

の
邦
訳
語
を
１
行
に
す
る
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
校
正

原
稿
に
朱
書
き
で
指
示
し
て
お
り
、
そ
の
通
り
に
改
訂
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
慶
応
２
年
版
で
確
認
で
き
た
。
な
おInconcinnity

とD
ragoonade

はPicard

―

１
８
４
３
とPicard

―

１
８
５
７
に
出
て
い
な
い
語
で
あ

る
。（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）」

（
３
）
拙
稿
（
二
〇
一
七
）『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
初
版
と
再
版
と
の
比
較

（
Ａ
か
ら
Ｌ
ま
で
を
中
心
に
）
に
お
い
て
、
再
版
は
、『
メ
氏
辞
書
』
と

一
致
す
る
二
字
漢
語
が
三
六
語
で
あ
る
。

（
４
）
筆
者
は
改
変
さ
れ
た
箇
所
を
エ
ク
セ
ル
で
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
た
。
二
〇

一
六
年
の
八
月
か
ら
こ
の
作
業
を
着
手
し
始
め
、ち
ょ
う
ど
一
年
を
経
て
、

二
〇
一
七
年
の
八
月
末
無
事
に
終
了
し
た
。
今
後
も
改
め
て
チ
ェ
ッ
ク
を

行
い
、
何
ら
か
の
形
で
公
表
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
５
）
櫻
井
豪
人
（
二
〇
〇
二
）「
開
成
所
の
訳
語
と
田
中
芳
男
―
テ
ン
ジ
ク

ネ
ズ
ミ
（
モ
ル
モ
ッ
ト
）
の
訳
語
を
手
掛
か
り
に
―
」『
国
語
国
文
』
七

一
―
四

（
６
）
静
岡
県
立
中
央
図
書
館
所
蔵
資
料

葵
文
庫
江
戸
幕
府
旧
蔵
書

Ａ
Ｅ

２３１「
こ
れ
は
大
辞
典
の
一
八
四
七
年
簡
約
版
で
、
ロ
ン
ド
ン
で
翻
刻
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
本
書
は
そ
の
第
九
版
に
あ
た
る
。
同
じ
辞
書
の
一
八
六
〇

年
版
（
第
八
版
）
が
名
古
屋
大
学
医
分
館
と
東
京
大
学
に
、
ま
た
一
八
六
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九
年
版
が
東
京
大
学
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
葵
文
庫
本
は
江
戸
時
代
に
舶

載
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
が
、
他
は
明
治
初
期
に
日
本
に
舶
載
さ
れ
た
と

思
わ
れ
る
」（
一
九
四
頁
）

（
７
）
筆
者
は
、
再
版
に
見
ら
れ
る
初
版
と
異
な
っ
た
訳
語
の
す
べ
て
を
電
子

テ
キ
ス
ト
化
に
し
た
た
め
、
ど
の
ぐ
ら
い
の
見
出
し
語
が
増
補
さ
れ
た
か

を
容
易
に
見
出
せ
る
。
そ
の
結
果
は
、
約
一
〇
四
の
見
出
し
語
が
増
補
さ

れ
、
そ
し
て
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
『
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
辞
書
』（
一
八
六
二
）

に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

【
参
考
文
献
】

早
川

勇
（
二
〇
〇
七
）『
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
辞
書
と
明
治
の
知
識
人
』
春

風
社

三
好

彰
（
二
〇
〇
七
）
新
発
見
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
の
草
稿
お
よ

び
校
正
原
稿
の
考
察

（
英
学
史
研
究
四
〇
H
istorical

Society
ofEnglish

Studiesin
Japan

）

堀

孝
彦
（
二
〇
〇
七
）『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
初
版
草
稿
、
再
版
校

正
原
稿
を
め
ぐ
っ
て

―
開
国
の
息
遣
い
、
ま
ざ
ま
ざ
と
―
（
英
学
史

研
究

四
〇

H
istoricalSociety

ofEnglish
Studiesin

Japan

）

堀

孝
彦
・
三
好
彰
（
二
〇
一
〇
）『
解
読
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
原

稿
初
版
お
よ
び
再
版
』（
港
の
人
）

櫻
井
豪
人
（
二
〇
〇
七
）『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
初
版
お
よ
び
改
正
増

補
版
の
草
稿
（
日
本
語
の
研
究
三

日
本
語
学
会
）

櫻
井
豪
人
（
二
〇
一
一
）『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
初
版
草
稿
の
諸
相
と

蘭
書
の
利
用
（
日
本
語
の
研
究
七

日
本
語
学
会
）

肖

江
楽
（
二
〇
一
七
）『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
初
版
と
再
版
と
の
比

較
を
め
ぐ
っ
て

―
Ａ
か
ら
Ｌ
ま
で
を
中
心
に

（
漢
字
文
化
圏
近
代

語
研
究
会

口
頭
発
表
レ
ジ
ュ
メ
）

肖

江
楽
（
二
〇
一
七
）『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
に
お
け
る
メ
ド
ハ
ー

ス
ト
『
英
華
字
典
』
の
利
用

―
主
に
原
稿
資
料
を
中
心
に

（
立

教
大
学
日
本
文
学

第
一
一
八
号
）

浦
田
和
幸
（
二
〇
一
六
）『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
の
改
正
増
補
版
（
一

八
六
六
）
を
め
ぐ
っ
て

東
京
外
国
語
大
学
論
集

（
九
三
）

（
し
ょ
う

こ
う
ら
く

大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
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